
2020年度電子情報工学科実験III
ボードコンピュータ実験
第3部 QtSPIMを用いた実験

課題4-1, 4
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課題4-1：実行前
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• “Single Step”で動作を確認
• シミュレータを初期化して再ロードし、ラベル
がloopの命令とhalt の命令にブレークポイント
を設定



課題4-1：実行結果
• 観測表に出力を記入
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レジスタ 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目
$t0 0 1 3 7 a a
$t1 10010000 10010004 10010008 1001000c 10010010 10010010
$t2 1 2 4 3 0 0

この値を観測



課題4-4：概要
• atoi関数

–入力されたASCIIコードをintegerに変換する
–数字でない文字は無視し終了する
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課題4-4：ソースコード例(前半)
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入出力の際に表示させる
文字列(任意の文字列)

“”で囲ったものはASCII
コードの値、囲ってな
いものは数値(定数)

システムコール(表4参照)



課題4-4：ソースコード例(後半)
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文字が”0”~”9”の場合実行
し、次の文字を見る



課題4-4：実行前
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• 初期値を確認 表示させようとしている
文字列を確認



課題4-4：文字の入力
• “Console”画面で文字を入力する

–デバッグのため数字+文字, 文字+数字等、複
数パターン試す
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課題4-4：実行後①
• “12”を入力した場合
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課題4-4：実行後②
• “a12”, “12a”を入力した場合
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